
令和６年度　障害児通所支援事業者育成事業アンケートとりまとめ（今年度利用した利用者）

回答事業所
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担当事業所別回答数
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１．申込当初の悩み

改善・解決した

改善・解決の方向性を定めることができた

課題を整理できた

改善・解決しなかった

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30

子どもへの支援方法（手法）

個別の子どもへの支援

保護者支援（対応、交流）

概論（デイに求められるもの、デイのあり方）

制度（報酬、基準）

事業運営

職員育成

研修受講

関係機関との連携

その他

なかった

相談してよかった支援内容（複数回答可）

84%

16%

0% 0%

２．育成事業の満足度

とても満足した やや満足した あまり満足しなかった 不満だった
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子どもへの支援方法（手法）

個別の子どもへの支援

保護者支援（対応、交流）

概論（デイに求められるもの、デイのあり方）

制度（報酬、基準）

事業運営

職員育成

研修受講

関係機関との連携

その他

特にない

これから相談してみたい支援内容（複数回答可）

97%

3% 0%

４．悩みのある他事業所に本事業の利用を

勧めたいと思いますか？

勧めたいと思う どちらともいえない お勧めはしない

76%

24%

0%

３．またこの事業を利用したいと思いますか

ぜひ利用したい 悩みができれば利用したい もう利用したくない

【その他の内容】

・個別支援計画作成のサイクルにおける職員間の連携や記録について

【相談してよかった支援内容】

・相談してよかった内容として、個別のこどもへの

支援が最も多かった。

・次に多いのは、制度に関することであり、昨年度の相談してみたい内容で最

も多かった項目であるが、相談をして満足感を感じた事業所が多いと考える。

【これから相談してみたい支援内容】

・昨年度は、制度について相談してみたいという事業所が最も多かったが、今

年度の実施にあたり、一定の助言が得れた影響か、数は下がっている。

・今年度のアンケートでは、昨年度２番目に多かった「個別の子どもに対して

の支援」、「職員育成」が最も多い状況となった。

・令和４年度は子どもへの支援方法（手法）が一番多かったが、令和５年、

令和６年は個別ケースに対しての支援のニーズが高まってきている。

相談してよかった内容でも「個別のこどもの支援」が多いため、１年度と言わず、

引き続き個別のこどもへの支援助言がほしいと思っている事業所が多いという

ことが分かる。

※全回答数は37事業所。1事業所内で３回回答があったものは、集約して１件としている。

１．申込当初の悩みが解決したかという項目について、解決しなかったと答えた事業所は３年連続で０であった。

２．満足度については、すべての事業所がとても満足、やや満足したという回答であった。（各満足度の理由については別紙のとおり）

３．またこの事業を利用したいと思うかという項目について、76%が「ぜひ利用したい」、24%が「悩みができれば利用したい」、「もう利用したくない」と

答えた事業所は0%であった。

４．悩みのある他事業所にも利用を勧めたいかという項目に対して、97%が「勧めたいと思う」と回答した。「どちらとも言えない」という事業所は１事業所のみであるが、満足度としては「とても満足」と回答のある

事業所だった。


